
 
 
 

 

 

 

 

 

 

            

 

 

 

例年はオープンスクールとして、福祉事業所など関係機関の方々や地域の方々に学校の

様子を見学していただいておりましたが、今年度は感染症予防として、本校に就学・進学や

転学を希望している方を対象に「見学会」を開催しました。 

  ６月２９日（火）の小学部見学会では、体育と音楽の授業に取り組む様子を見ていただき

ました。また、７月８日（木）の中学部見学会では、作業学習として「農園班」と「手工芸

班」の作業の様子を見ていただき、本校の雰囲気や学習の様子について知っていただくこ

とができたかと思います。 

 

 

 

 

 

 

本校への就学・進学や転学を希望される場合には、今後以下のような手順で進めさせてい

ただきますので、よろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

         ※上記の予定と並行して、市町村の教育委員会と就学・進学についての相談や 

        総合教育センターでの教育相談等を進めていただきます。 

 

なお、今回見学会に参加されなかった方でも、就学・進学や転学のご相談は随時行って

おりますので、お早めに地域支援担当までご連絡をお願いいたします。 

～１０月頃 ３学期 

学校見学(保護者・本人) 

  今回の見学会に不参加の方のみ 

体験学習(本人) 

教育相談(保護者) 

一日入学(本人) 

入学説明会(保護者) 
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入学等が決定したら 



 

 

 

 本校に訪問支援のご依頼をいただく際に、「校(園)内委員会は開催されましたか？」とおた

ずねすることがあります。校(園)内の「気になる子」「課題をかかえた子」に関して、わざわ

ざ「校(園)内委員会」を開く必要はないのでは？情報共有以外に何をしたらいいの？というご

質問をいただくこともあります。 

  「校(園)内委員会」を機能的に行うことで、多くの職員が情報共有をできるだけでなく、

特別な支援を必要とする児童生徒の支援に園や学校組織全体として取り組むことができ、支

援方法の幅も広がります。ぜひ校(園)内委員会を活用してみてはいかがでしょうか。 

 

校（園）内委員会の主な役割 

 

         行動面や学習面で特別な支援が必要な児童生徒に早期に気づく 

  

 

特別な支援が必要な児童生徒の実態把握 

  

 

具体的な支援の内容と校内の支援体制を作る・評価する 

 

 

 

         

 

 

 

校（園）内委員会の構成メンバー 

 委員会を行うメンバーは、目的や学校の状況に応じて決めます。人数が多いと情報や知恵は多く集まり

ますが、開催の日を設定することが難しくなります。したがって、「固定メンバー」と、必要に応じて参加

する「臨時メンバー」に分ける等の工夫をしてもいいかと思います。 

  

    【 活用できる校（園）内の人材 】 

  ◆ 対象児童生徒の情報を把握している人材 … 学級担任、教科担任、支援員、養護教諭 

  ◆ 担任の支援に入りやすい人材      … 学年主任、教科担任 

  ◆ 決定や判断をする権限をもつ人材    … 校（園）長、教頭 

  ◆ 特別支援教育の知識や専門性のある人材 … 特別支援学級担任、通級指導教室担当、 

スクールカウンセラー 

 

個別の指導計画・教育支援計画の作成 外部機関（医療・福祉等）との連携の必要性の検討の検討 

校内研修のニーズの把握・実施 



校（園）内委員会の運営 

 校（園）内委員会は、常に児童生徒や学級の状況を把握し、必要な対策を検討することが必要です。その

ためには、工夫して時間を生み出したり、年間や各月の行事予定に位置づけたりして、定期的に開催する

ことが望ましいでしょう。また、必要に応じて臨時に開催することも、年度初めに共通確認しておくとよ

いと思われます。 

 

   委員会の具体的な内容例  

 

支援が必要な児童生徒をスクリーニングする 

 ・各学級担任から、問題をかかえている 

児童生徒を報告してもらう。 

 

 ・関係者の情報提供や、チェックシート（※１） 

等を用いて、実態把握を行う。 

 

 

支援が必要な児童生徒の実態を詳細に把握する 

 ・実態把握整理表（※２）等を利用して、さらに詳細な実態把握を行う。  

 

 

 

 

   

 

 

   

 

 

具体的な支援方法を考える 

 ・長期目標（１～３年後の目指す姿）や短期目標（学期ごとの目指す姿）を明確にする。 

 ・いつ（時間帯）、誰が（教師）支援を行うか、できるかぎり具体的に役割分担する。 

→「困っていることをどう支援するか（減らすか）」の視点だけにならず、「今できることをどう伸ば

すか（増やすか）」の視点で支援方法を考えることも重要。 

 

 

  

 

気になる子どもとそうでない子どもを 

おおまかに分けることが目的 

※１ 実態把握チェックシート（例） 

「できないこと」だけでなく 

「できること」「本人の困り感」にも目を 

向けると、解決のヒントになることも。 

学校（園）内の様子だけでなく、 

保護者から家庭での様子を聞くことも有効。 

 

※２ 実態把握整理表（例） 

多くのアイディアを出し合い 

実行可能な支援をどんどん取り入れる 



 

支援の困難さや緊急度に応じて優先順位をつけることが重要です。支援方法を検討する 

参考として、外部専門家を活用することも有効です。 

【 外部専門家の例 】 

配置のスクールカウンセラー 、 市町村教育委員会 

        スクールソーシャルワーカー（市町村教育委員会配置） 

ふじかわ分校センター的機能（訪問支援、PT 等専門家活用、教育相談） 

        総合教育センター就学支援アドバイザー（市町村教育委員会から要請） 

 

支援の評価をする 

 ・定期的に（学期末等）、支援によって児童生徒がどう変化したか、支援が適切であったかを評価する。 

 ・年度末には、次年度への引継ぎ事項等の確認を行う。 

 

 

 

 

    ・資料作成に時間をかけすぎない。（重要なことのみ具体的に資料として残す） 

    ・会議はアイディアの出し合いが中心。短時間で行う。（資料を読むのは各自で） 

    ・支援のキーワードは「楽に取り組める」「役に立つ」 

役立たせるためのカギは「具体性」です！ 

 

校(園)内委員会では、児童生徒の情報共有も大事ですが、その先の 

「どう支援をしていくか」が大きなカギになります。個々の目指す姿 

（目標）をイメージし、対象の児童生徒に関わる教員間で、具体的に 

役割分担をしていきましょう。 

また、実施した支援に対しては、定期的に評価・修正をしていく 

PDCA サイクルも重要です。 
 

出典：「よりよい連携と支援のための 特別支援教育コーディネーターハンドブック」 

                                              山梨県教育委員会 
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